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I 教育水準（分析項目ごとの水準及び判断理由） 

 

1. 教育の実施体制 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「基本的組織の編成」については、平成 19 年に 50 名の専任教員が、経済・経営及び経

済工学の２学科の学生 1,131 名を指導しており、学生の定員充足率は平成 16 年度以降、毎

年 110％前後であるなどの相応な取組を行っていることから、期待される水準にあると判断

される｡ 

 「教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制」については、FD 委員会を中心とし

て、学生による授業アンケートの実施に積極的に取り組み、それを踏まえた教員の研修会

を年間２回程度実施するなどの相応な取組を行っていることから、期待される水準にある

と判断される｡ 

 以上の点について、経済学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教育の

実施体制は、経済学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 

2. 教育内容 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「教育課程の編成」については、全学教育科目と専攻教育科目が楔形に配置される中で、

基礎から応用まで体系的に学べる新しい専門教育科目カリキュラムが平成 18 年度に整備さ

れた。このカリキュラムでは、国際標準の経済学・経営学の基礎教育の体系的・効果的な

提供と、それによる高年次専攻教育科目の質の維持・発展という目的を有する科目群を「導

入基本科目」「基本科目」として配置し、科目毎に固定された教員チームが共通シラバスに

基づいて授業を行う体制を整備するなどの相応な取組を行っていることから、期待される

水準にあると判断される｡ 

 「学生や社会からの要請への対応」については、学部・学府一貫教育プログラム、イン

ターンシップの単位化、演習の必修化など学生や社会からの要請に応える措置が講じられ

てきた。また、３年次編入学試験において数学的・工学的思考や手法を用いた経済学への

アプローチを得意とする優秀な学生の編入学を促すため、高等専門学校の卒業生を対象と

して平成 20 年度編入学試験から推薦制を導入し、２名の優秀な学生を合格させている。さ
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らに、学生から高い評価を受けている１年次前期配当のコアセミナーを新設するなどの相

応な取組を行っていることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、経済学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教育内

容は、経済学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 

3. 教育方法 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「授業形態の組合せと学習指導法の工夫」については、大教室での講義のほか演習をは

じめとする少人数教育に力が注がれており、インターンシップも単位化されている。ティ

ーチング・アシスタント（TA）制度も活用するなどの相応な取組を行っていることから、

期待される水準にあると判断される｡ 

 「主体的な学習を促す取組」については、キャップ制に代わるグレード・ポイント・ア

ベレージ（GPA）制度と、それを補完する全学生に対する修学指導体制の構築、特に低単位

修得者と過年度学生へ丁寧な対応をするなどの優れた取組を行っていることから、期待さ

れる水準を上回ると判断される｡ 

 以上の点について、経済学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教育方

法は、経済学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 

4. 学業の成果 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「学生が身に付けた学力や資質・能力」については、学生の単位修得率は約６割であり、

80％の学生が４年間という就学年限内に卒業しており、学生が身につけた学力等がおおむ

ね良好であると推察されるなどの相応な成果があることから、期待される水準にあると判

断される｡ 

 「学業の成果に関する学生の評価」については、受講後の学生によるアンケートの結果

からは、学生が授業におおむね満足するなどの相応な成果があることから、期待される水

準にあると判断される｡ 

 以上の点について、経済学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、学業の
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成果は、経済学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 

5. 進路・就職の状況 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「卒業（修了）後の進路の状況」については、大部分の卒業生が、金融・保険業、製造

業などの民間企業に就職しており、公務員や大学院進学者も毎年各々10～20 名いるほか、

指導教員を通じた進路指導も行われるなどの相応な成果があることから、期待される水準

にあると判断される｡ 

 「関係者からの評価」については、学生の就職先企業に対するアンケートの結果によれ

ば、学生に強い期待が寄せられており、平成 18 年度には 10 項目に関する５段階評価調査

への回答が７企業・団体から寄せられたが、平均で 3.9 という評価が得られたなどの相応な

成果があることから、期待される水準にあると判断される｡ 

 以上の点について、経済学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、進路・

就職の状況は、経済学部が想定している関係者の「期待される水準にある」と判断される。 

 

 

II 質の向上度 

 

1．質の向上度 

 

相応に改善、向上している 

 

当該組織から示された事例は５件であり、そのすべてが、「大きく改善、向上している、

または、高い質（水準）を維持している」または「相応に改善、向上している」と判断さ

れた。 

 


